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<資料>トヨタ自動車のオーラル・ヒストリー（１）
: 山本靖雄氏





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大事なことは On-the-Job Training で、毎日毎日、
上司部下だとか、先輩後輩だとか、関係部署が連



















































































商品力の関連要因／COO: Cost of Ownership
商品企画の進め方
企画スタート
(3～5年前)
開発着手
(2～3年前)
L/O
台数
モデルＥＮＤ
乗用車： 5～7年
商用車： 10年以上
ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ
成り行き面積で企画台数
の確保
 乗用車は5～6年先の商品イメージ
 商用車は10年先の商品イメージ
 インタビュー調査・アンケート・ＦＧＩ等で得られた答えは、現行モデルの
評価＆改善要望が主で、３年先までの商品イメージが精一杯
 ベストセラー・ロングセラーを実現する魅力的な商品企画は困難
企画台数
開発リーダが確かな商品イメージを確立
開発リーダの能力が重要
プロジェクトの成否が決定
